
文
部
科
学
省
は
、
小
学
６
年
生

と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
実
施

し
た
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
発
表

し
た
。
こ
の
テ
ス
ト
は
回
を
重
ね
る
た

び
に
点
数
競
争
が
激
化
し
、
問
題
を
広

げ
て
き
た
。
毎
年
上
位
に
な
っ
て
い
る

福
井
県
で
は
、
教
師
か
ら
激
し
い
叱
責

を
受
け
続
け
た
中
学
生
が
自
殺
す
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
た
。

　

豊
か
な
学
力
を
保
障
す
る
た
め
、
教

員
の
定
数
を
抜
本
的
に
増
や
し
多
忙
化

を
解
消
す
る
こ
と
、
教
員
が
授
業
の
準

備
に
十
分
に
時
間
を
か
け
、
創
意
あ
ふ

れ
る
教
育
が
で
き
、
学
習
の
遅
れ
が
ち

な
子
ど
も
に
も
丁
寧
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
学
校
の
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
、

以
下
の
点
を
伺
う
。

(1)
子
ど
も
と
教
職
員
に
過
度
な
負
担
と

な
る
学
力
テ
ス
ト
は
中
止
す
べ
き
と
考

え
る
。
町
の
認
識
は
。

(2)
学
力
テ
ス
ト
対
策
と
し
て
問
題
視
さ

れ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
、
学
力
テ
ス

ト
の
た
め
の
特
別
授
業
の
実
施
状
況
は
。

(1)
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
は
、
特
定
の
学
年
を
対
象
と
し
、
毎

年
実
施
す
る
教
科
も
小
学
校
は
国
語
と

算
数
、
中
学
校
は
国
語
と
数
学
に
限
ら

れ
、
学
力
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、
学
力
・
学
習
に

対
す
る
実
態
把
握
か
ら
学
力
の
定
着
に

つ
な
げ
る
た
め
に
非
常
に
重
要
な
方
策

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

(2)
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
は
、
各
学
期
あ

る
い
は
各
学
年
で
の
つ
ま
ず
き
や
す
い

単
元
の
洗
い
出
し
、
学
習
内
容
の
定
着

を
図
る
た
め
に
活
用
さ
れ
、
全
学
年
で

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
力
テ
ス
ト

の
た
め
に
特
別
な
授
業
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
実
態
は
な
く
、
日
頃
の
１
単
元

ご
と
の
丁
寧
な
積
み
重
ね
が
学
力
テ
ス

ト
の
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
が
問
題
に
な

り
、
学
校
給
食
無
償
化
の
流

れ
が
加
速
し
て
い
る
。
給
食
は
、
将
来

を
担
う
世
代
の
健
康
に
寄
与
す
る
社
会

保
障
と
し
て
捉
え
、
社
会
全
体
で
費
用

を
負
担
す
べ
き
と
考
え
る
。
学
校
給
食

法
は
食
を
通
じ
た
子
ど
も
の
心
身
の
健

全
な
発
達
を
目
的
と
し
、
食
育
の
推
進

を
う
た
っ
て
い
る
。
食
育
の
立
場
か
ら

も
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
以
下

の
点
を
伺
う
。

(1)
給
食
費
の
無
償
化
に
要
す
る
費
用
は
。

(2)
町
の
給
食
費
の
無
償
化
・
一
部
負
担

軽
減
に
対
す
る
考
え
は
。

(1)
本
年
５
月
１
日
現
在
の
児

童
生
徒
数
は
小
学
生
が
１
３
９
８
人
、

中
学
生
が
７
２
５
人
、
計
２
１
２
３
人

で
、
年
間
平
均
２
０
０
食
と
し
、
年
間

の
給
食
費
の
歳
入
の
額
を
積
算
す
る

と
、
小
学
生
が
約
６
６
０
０
万
円
、
中

学
生
が
約
４
１
０
０
万
円
、
総
額
で
は

約
１
億
７
０
０
万
円
と
な
り
、
こ
の
額

が
無
償
化
に
要
す
る
費
用
と
な
る
。

(2)
学
校
給
食
法
で
は
、
学
校
給
食
の
実

施
に
必
要
な
施
設
お
よ
び
設
備
に
要
す

る
経
費
な
ら
び
に
運
営
に
要
す
る
費
用

は
学
校
設
置
者
が
負
担
し
、
こ
れ
以
外

の
学
校
給
食
に
要
す
る
経
費
は
、
学
校

給
食
を
受
け
る
児
童
ま
た
は
生
徒
の
保

護
者
負
担
と
定
め
ら
れ
、
受
益
者
負
担

の
観
点
か
ら
、
法
の
規
定
に
基
づ
い
て

学
校
給
食
費
を
保
護
者
に
負
担
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
本
町
の
児
童
生
徒
数

は
２
千
人
を
超
え
、
無
償
化
に
は
多
額

の
費
用
を
要
す
る
こ
と
、
質
問
の
「
社

会
保
障
と
し
て
捉
え
、
社
会
全
体
で
費

用
を
負
担
す
べ
き
」
に
つ
い
て
は
、
学

校
給
食
法
の
本
来
の
目
的
と
異
な
る
も

の
で
あ
り
、
無
償
化
の
実
施
は
難
し
い
。

　

学
校
給
食
費
の
一
部
負
担
軽
減
に
対

す
る
考
え
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
世

帯
や
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け
た
世
帯

の
児
童
生
徒
は
、
保
護
費
や
扶
助
費
と

し
て
給
食
費
が
措
置
さ
れ
、
本
年
９
月

１
日
現
在
、
３
２
１
人
が
対
象
と
な
り
、

学
校
給
食
費
の
手
立
て
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
町
で
は
、
地
産
地
消
の

推
進
な
ど
を
目
的
に
、
平
成
21
年
度
か

ら
地
場
産
食
材
料
費
と
し
て
１
食
当
た

り
３
円
を
負
担
し
、
26
年
度
の
給
食
費

改
定
時
に
は
、
８
円
に
増
額
し
実
質
的

な
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

答問
全
国
学
力
テ
ス
ト
は
学
力
の
定
着
に
つ
な
げ
る

た
め
に
非
常
に
重
要
な
方
策
と
考
え
て
い
る

子
ど
も
や
教
職
員
に
負
担
と
な
る
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
中
止
な
ど
、
子
ど
も
の
た
め
の
学
習
環
境
を
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答問

学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
実
施

は
難
し
い

学
校
給
食
の
無
償
化
を


